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ま と め

入院中の呼吸器感染症の患者20例 に対 してAC-1370を 使 用 し,以 下の臨床成績を得た。患者の内

訳は,肺 炎8例,気 管支炎9例,気 管支拡張症3例 で,基 礎疾患 として塵肺 などを有す るものが7

例 であった。本剤は1回1～2g,1日2回 を点滴静注にて投与 した。最大投薬 日数は15日 で,最 大

投薬量は40gで あ った。

臨床効果は,著 効3例,有 効11例,や や有効4例,無 効2例 であ り,有 効率 は70.0%で あ った。

副作用は,軽 度のGOT,GPT上 昇 を2例 に認めたのみであった。塵肺などの基礎疾患を有す る患者

を含むことを考慮すれば,満 足すべ き効果であった。

緒 論

味の素(株)中央研究所にて開発されたAC-1370は,注 射

用cephalosporin系 抗生物質で,下 記の構造式 を有す る

(Fig.1)。

本剤は,他 のcephalosporin系 抗 生物質 と同様,そ の作

用は殺菌的で広域抗菌 スペ ク トラムを有す るが,特 に

Pseudomonas属 を含むグラム陰性桿菌に対 し良好な抗菌

力を示す。今回,私 達は,内 科領域における呼吸器感染

症の治療にAG1370を 用い,そ の薬物動態および臨床効

果と副作用等を検討したので報告する。

1.対 象

名古屋大学医学部附属病院,お よび他の2病 院に,昭

和57年5月 から昭和57年11月 までに入院 した20例 を投与

Fig. 1 Chemical structure of AC-1370

対象 とした。その内訳は,肺 炎8例,気 管支炎9例,気

管支拡張症3例 であった。

II.方 法

AC-1370は,症 状の程度,体 重等 を考慮 して1回1

～29 ,1日2回 を原則 として点滴静注法で投与 した。

200～500mlの 電 解質液で溶解 し,1～2時 間かけて注射

す るの を一応の基準とした。使用 日数は6～15日 間 で,

総 投与量は12～409で あ った。また,全 例AG1370の 単

独投与 とし,他 の抗生物質 との併用例 はなかった。なお,

AC-1370の 血 中濃度測定はProteus miraqbilis4を 検 定

菌 とす る薄層カップ法 を用 いる微生物学定量 とHPLC

法 に よった(味 の素株式会社 中央研究所)。

III.効 果 判 定 基 準

臨床効果は 自覚症状 をもとに した美濃 らDの 基準に,白

血球数,CRP,赤 沈 値,胸 部X線 像などの検査成績の推

移を合わせ て総合的に判定 した。すなわち,

著効:自 覚症状が1～2日 でほとんど消失 し,検 査成

績 も投与中あるいは投与後に著 しく改善 したもの。

有効:自 覚症状が3～4日 でほとんど消失するか,ま

たは1～2日 の間に明らかに軽減 した もので,検 査成績

も投与 中あるいは投与後にかな り改善 した もの。
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Table 1 Effect of AC-1370 in patients with respiratory tract infection

* N . F.: Normal flora
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Table 2 Laboratory data before and after administration of AC-1370

Table 2 (Continued)
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Table 3 Clinical effect of AC-1370

14/20=70.0%

やや有効:自 覚症状がある程度 まで緩解 したが治癒に

は至 らなかった もので,検 査成績 も改善を認め無効 とは

言えないもの。

無効:自 覚症状が不変,ま たは増悪 し,検 査成績 も不

変,ま たは増悪 を認めたもの。

一方,基 礎疾患による症状がすでにあった場合は,急

性期の症状の改善を判定の基準とした。

なお,有 意菌が検出 された10症 例については,細 菌学

的効果判定 も加 えて臨床効果判定 を行 った。

IV.臨 床 効果ならびに副作用

臨床所見および検査成績は一括 してTable1,2に 示 し

た。効果判定は著効+,有 効+,や や 有効+.無 効 一で

表わした。以下,20症 例 につ きその臨床経過,検 査成績

か らの効果判定 と副作用を検討 し,下 記の4症 例のみ概

略 を示 した。

各症例における経過

症例1

昭和50年 に気管支拡張症 と診断 されている。昭和57年

6月 より発熱 を訴える。6月11日,胸 部X線 写真上の異

常影か ら肺炎と診断され,同 日入院。AG1370投 与 後,

炎症所見の改善,胸 部X線 上の異常影消失から著効例 と

判定 した。副作用は認めなかった。

症例7

10年 来,咳 嚥 ・喀疲の症状があ り,昭 和53年3月 名大

病院受 診し,塵 肺,慢 性気管支炎と診断された。慢性気

管支炎の急性増悪が しば しば認め られ,今 回,57年5月

よ り症状増悪のため入院,感 染症合併が疑われ たの で

AC-1370を 投 与 した。治療前の喀疾からPaeruginosa,

H.parainfluenzaeが 検 出 されたが,治 療中,治 療後の喀

疲からH.par厩 威uen2aeの み消失 した。 自覚症状の改

善が認め られないため,無 効例 と判定 した。副作用は認

めなかった。

Fig. 2 Plasma level of AC-1370 after

AC-1370 lg drip infusion

for 1 hour

症例9

10年 来,気 管支拡張症のため,咳1漱,喀 疾の症状があ

り,時 々入院す ることがあった。昭和57年5月 より,咳

漱,喀 疾および呼吸困難が増強 したため,5月12日 入院,

感 染症合併が強 く疑われたのでAC-1370を 投与した。治

療前の喀疲からH.infZuen2aeが 検 出されたが,治 療中,

治療後の喀疲か ら消失した。副作用もなく,自 覚症状も

改善 したので有 効例 とした。

症例11

昭和50年 頃 より咳噺,喀 疾があった。57年1月 頃よ1)

症 状増悪 し,5月4日 入院。胸部X線 上,び まん性散布

陰影が認め られ,喀 疲検査にてPaemginosaが 検出さ

れたので,AC-1370を 投与 した。治療中,治 療後の喀痕

からPaemginosaが 消 失しない ものの減少 したので,

自覚症状の軽度改善 も考えあわせて,や や有効例とした。

副作用は認めなかった。

呼吸器感染症20例 に対 してAG1370を 投与 した結果,

臨床効果は著効3例,有 効11例,や や有効4例,無 効2

例 となった。す なわち,そ の有効率は有効以上が20例中

14例(70.0%)で あ った(TabLe3,)。

副作用は,軽 度のGOT,GPT上 昇 を症例5,14の2例

に認めた。
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Table 4 Plasma level of AC-1370 in patients with respiratory tract infection after AC-1370 1 g

drip infusion for 1 hour

Table 5 Antibacterial activity of AC-1370, CPZ, LMOX against organisms isolated from sputa

V.点 滴 静 注 時 に お け るAC-1370

血 中 濃 度(Fig.2,Table4)

AG1370の 血 漿 中 濃 度 は,投 与 終 了 時63.1±11.7μ9/

ml,終 了 後1時 間 で40 .1±8.1,4時 間19.8±6.0,そ し

て6時 間 で10 .9±4.1 .μ9/mlの 濃 度 を 示 した 。T%(β)

は2.04時 間 で,健 常 人17例2)の2 .05時 間 と 同 程 度 で あ っ

た。

VI.臨 床 分離菌株の最小発育阻止濃度(MlC)

測定 成績

今回MICを 測 定 し得た5症 例6株 を一括 してTable

5に 示 した。MICの 測定は 日本化学療法学 会標準法によ

り,接 種菌量は108と106で あ る。症例7のPaemginosa

は106菌 接 種 に お い て,MICがAC-13706.25μ9/ml,

CPZ3.13μ9/ml,LMOX12.5μ9/ml,CEZ>100μ9/ml

と抗菌力では,CPZ>AG1370>LMOX》CEZで あ っ
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た。症例11,18で もほぼ同様であった。症例9のH.ゼnflu-

en2aeは106菌 接 種において,MICがAG13700.39μg/

ml,CPZO.2μg/ml,LMOXO.39μg/ml,CEZ12.5μg/

mlと 抗 菌 力 で はCPZ>AC-1370=LMOX>CEZで

あ った。

W.考 案

呼吸器感染症20例 のAC-1370使 用成績での有効率 は,

臨床効果判定で,著 効3例,有 効11例,や や有効4例,

無効2例 となり,有 効率は70.0%で あ った。

本剤の内科領域549例3)で の 副作用発症例 は5.3%で あ

る。私どもの20例 では,2例 に,GOT,GPT異 常 が認め

られたがいずれ も軽度であ り,副 作用は少ないと推定さ

れる。

本剤は,invitroの 抗菌力に比 し,invivoの 抗 菌活性

がす ぐれていることが示 されている。抗菌力の比較で,

Paem8inosaで はAG1370は,CPZに1段 階劣 ってい

たが,今 回の20症 例 の有効率70.0%は,基 礎疾患の存在

を 考 慮 す れ ば,本 剤 の 有 用 性 を 示 す もの と考 え られた。

(本 論 文 の 要 旨 は 第32回 日本 化 学 療 法 学 会総 会 におい

て 発 表 し た)
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AC-1370 was administered to 20 patients with respiratory tract infection. The drug was administered by
D.I. injection twice a day with the dosis of 1 to 2 g and total dosis ranged from12 to 40 g.

The following results were obtained.

1) Clinical response to the therapy was excellent in 3 cases, good in 11 cases, fair in 4 cases and poor in

2 cases. Effective rate was 70.0%.

2) As for side effects, the elevation of GOT and GPT was found in 2 cases, but it was transient.


